
栽培漁業センター

令和３年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。

第237号 令和 3年5月版

（電話：0858-34-3321）
掲載期間 R3.5月下旬

～R3.6月中旬
５月中旬 １６．８ ℃

試験船による海洋観測結果（５月上旬）
発行 鳥取県水産試験場（電話：0859-45-4500）

鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽

鳥取沿岸の水温

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります

西日本ニチモウ株式会社
本 社 山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136

電話 083-282-4041（代表） FAX 083-282-0424

境港営業所 鳥取県境港市栄町67番地 〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330

共和水産株式会社
代表取締役 岩田 祐二

〒684-0006 鳥取県境港市栄町65番地
TEL:0859-44-7171（代） FAX 0859-42-6530

大きくなって
帰ってきてね！

令和３年度の美保湾ヒラメ種苗放流の実施

令和3年5月8日（土）に、美保湾地域栽培漁業推進協議会によるヒラメの種苗放流
（平均全長77㎜、6万尾）が実施されました。
境港4万尾：一文字堤防外側および境港公共マリーナ沖に分散放流しました。
淀江2万尾：日野川河口沖に分散放流しました。
ちなみに、美保湾でのヒラメ放流の平均回収率は約12%と日本海ではトップクラスの
成績です。近年の鳥取県のヒラメ天然魚の資源状態は悪化しており、本事業の重要度

は増しています。

水産試験場

現在、（国研）水産研究・教育機構（兵庫県立香住高等学校 漁業実習船：但
州丸（358t））により、5月7日～6月28日の日程で下図の139地点において
「日本海ズワイガニ等底魚資源調査」が行われています。

※ 引き続き、調査へのご理解とご協力をよろしくお願いします。
鳥取県水産試験場 調査船：第一鳥取丸（199t）も、5月10日～13日にかけ

て出雲沖と隠岐西方の12地点（下図：赤丸）で但州丸と調査を行いました。

「日本海ズワイガニ等底魚資源調査」が行われています
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航跡図

第一鳥取丸但州丸

但州丸

第一鳥取丸

ズワイガニの資源量を正確
に把握するため、各地点で2

隻が約50m離れて並行する

ように着底トロール網を曳網
し、再現性などを確認してい
ます。

今後、調査結果を漁業関係者とともにズワイガニの持続的かつ効率
的な漁獲の検討に役立てて行きたいと思います。

平均風速
15m/s！

昨年に続き、今年の調査も2～3日目にかけて、平均風速15m/sの

強風＆荒波の中の調査となりました。デッキ（甲板）が、波をかぶると
いった大変厳しい状況でしたが、必死に調査を行いました。

第一鳥取丸 着底トロール網調査

平年より ０．２℃高め

水産課

島根沖
冷水域

・12℃以下冷水域が山口県沖北方N35˚以北に張り出しています。
・10℃以下冷水域が島根半島日御碕沖N36˚10'以北に認められます。

山陰・若狭沖
冷水域

・12℃以下冷水域が、鳥取県西-中部沖N36˚20'以北まで接岸しています。
・10℃以下冷水域が、隠岐諸島北方N36˚30'以北と、兵庫県西部N36˚以北に認めら
れます。

対馬暖流
の流路

主流は朝鮮半島東岸に沿って北方に向かい、一部が山口県沖の12℃等温線に
そって北東へ向かい流れています。その後、12℃等温線に沿ってN36˚20'付近を東
方に向かい流れています。

5月上旬の水塊配置と対馬暖流

＊県内の漁獲情報については水産試験場ホームページ (鳥取県水産試験場で検索してください)
に詳しく掲載しています、是非ご利用ください。

水深
１００ｍ

表面

鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域の水温は
13～16℃で、平年（直近20年）並みの値を
示しています。

水温は12～15℃を示し、平年並の値を
示しています。

水温は14～15℃を示し、平年よりやや
高めの値 (+0.6℃)を示しています。

水深
５０ｍ

水深
２００ｍ

鳥取県・兵庫県西部沖と島根県沖に8～10℃を
示す暖水域があります。

（2020年12月末時点）

放流尾数
（尾）

回収尾数
（尾）

回収率 追跡必要年数

2007年放流群 60,700 9,802 16.1% 完了

2008年放流群 61,100 2,120 3.5% 完了
2009年放流群 57,100 2,069 3.6% 完了
2010年放流群 68,610 10,707 15.6% 完了
2011年放流群 56,500 5,858 10.4% 完了
2012年放流群 63,000 11,612 18.4% 完了
2013年放流群 76,000 7,982 10.5% 完了
2014年放流群 30,000 4,231 14.1% 完了
2015年放流群 60,000 7,234 12.1% 完了
2016年放流群 60,000 5,839 9.6% 完了
2017年放流群 60,000 9,703 16.1% ほぼ完了
2018年放流群 60,000 8,037 10.7% あと1年
2019年放流群 60,000 6,591 9.6% あと2年
2020年放流群 60,000 682 0.4% あと3年
07-17平均 59,365 7,010 11.8%

遊漁者のみなさまへ
クロマグロの採捕が制限されます

意図せず採捕した場合は、直ちに放流してください。

小型魚（30㎏未満）採捕禁止

〈指示内容〉

小型魚（30㎏未満）採捕禁止
令和3年6月1日から日本

海・九州西広域漁業調整委員
会指示により、遊漁者のクロ
マグロ採捕が制限されます。

以下の指示内容に違反した
場合、罰則が科せられる可能
性があります。

採捕した場合は、水産庁へ尾数などを報告してください。

大型魚（30㎏以上）報告義務

意図せず採捕した場合は、直ちに放流してください。

お問い合わせ先
鳥取県水産課漁業調整担当 TEL：0857-26-7318 

水産庁漁業調整課沿岸・遊漁室 TEL：03-3502-8111


